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社会の変化と私たち②

２０２０年５月２２日
グローカル課題研究Ⅰ 第２回

【参考】６年目１年生第２回目授業

グローカル事業への転換
未来志向型教育のエッセンス導入
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グローカル課題研究では

社会の変化に適応し、新しい社会を
創っていく人材の育成を目指す

大切なのは

前回のおさらい
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変化の背景にある社会課題

と
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日本は人口減少が進む

総
人
口
（万
人
）

2008年に人口はピーク（1.28億人）

以降、減少

2050年には人口は1億人を下回る

現在

2100年には5000万人を下回る
（明治後半の1900年と同じ人口）

さらに減少

（厚生労働白書より）
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ほとんどの地域で人口が減少する

10％以下の減少
増加

50％以上の減少

2010年と2050年の比較
（国土交通省予測）
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1950年

日本の人口ピラミッドの推移

年
齢 1990年2020年2050年

男性 女性

United Nations, Department of Economic and Social Affairs, Population Division
World Population Prospects 2019
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日本は少子高齢化が進む

2050年1950年

10人で1人
を支える

1.2人で1人
を支える
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無人走行車・遠隔診療
スマート家電・ロボットなど

：情報の高速化

：大量の情報を分析

：全ての人とモノが

インターネットでつながる

人口減少
少子高齢化

解決のために

社会の変化
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50％以上の減少

2010年と2050年の比較
（国土交通省予測）

10％以下の減少
増加
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新たなアイディアや
ビジネスが生まれる可能性

ビジネススタイルと
ライフスタイルの変化
⇒勤務地と居住地が離れて
も良いため、単身赴任が
不要、地方で生活可能に。

⇒観光・買い物が気楽に。
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社会は「課題の解決のため」に変化していく
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これからブレイクアウトセッションで

１グループ４人程度に振り分けます。

「どのような変化が社会には必要か？？」

② テーマの内容を全員が発表

③ セッション後、班の意見をリーダーが発表（１分）

① リーダーを決定

君たちがやること
ブレイクアウトセッション終了後に
リーダーはチャットをして報告すること
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話合った内容を発表しよう

リーダーは自分の班の意見を
１分程度で紹介しよう
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発表の振返り

・社会に必要な変化は政府や企業主体の他人任せな考え方、意見になっていませんか？

・変化を起こす主体は私たち自身です！！

・これは7つの習慣の第1の習慣の『自分が選択する』と関連しています！

周囲の人や環境のせいにせず、自分にできることを考えていきましょう！！

背景にある『解決すべき課題』を認識することができた

変化を起こす主体を他人任せにしていない

自分が変化を起こすという認識で考えることができた
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本時のまとめ

社会の変化は、社会課題が先にあり、
その解決のために変化が生じている。

次回は身近な社会課題について考えていきます！


